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論 文 内 容 の 要 旨
1.本 論 文 の 目 的
Chomsky(1955)に よ っ て 提 唱 さ れ た 生 成 文 法 理 論 の 目 標 は 、 人 間 の 脳 に 生 得 的 に 備 わ っ て
い る 認 知 体 系(thecognitivesystem)の 一 つ で あ る 言 語 能 力(thelanguagefaculty)を 解 明
す る こ と で あ る 。 こ の 理 論 の 下 で は 、 言 語 能 力 は 語 彙(thelexicon)部 門 と 言 語 計 算(thecom-
putationalsystem)部 門 か ら成 る と 仮 定 さ れ て い る 。 言 語 計 算 は 語 彙 要 素(1exicalitems)を
入 力 と し て 、 派 生(derivations)と 構 造 記 述(structuraldescriptions)を 生 成(generate)す
る 。Chomsky(1993,1995)が 提 案 す る 最 新 の 生 成 文 法 理 論 モ デ ル で あ る 極 小 主 義 理 論(the
MinimalistProgram)で は 、 言 語 表 現 は 音 声 表 示(PFrepresentation)と 意 味 表 示(LFrepre-
sentation)の 対 で あ り 、 両 者 は 言 語 能 力 に 隣 接 す る 他 の 認 知 体 系 で あ る 調 音 ・知 覚 体 系(thea
rticulatory-perceptualsystem)と 概 念 ・ 内 包 体 系(theconceptua1-intentionalsystem)で そ
れ ぞ れ 解 釈 さ れ る と 仮 定 さ れ て い る 。
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本 論 文 は、(1)併 合 操 作(theoperationofMerge)と 移 動 操 作(theoperationofMove)の
優 位 関係 を 決 定 す る新 た な 条 件 を提 案 し、(II)移動 操 作 の要 因 を解 明 し、 ⑳ 強形 式 素 性(strong
forrn.alfeatures)と 弱 形 式 素 性(weakformalfeatures)の 相 違 点 を 明確 化 す る こ とで 、 現 在
の極 小 主 義 理 論 が持 つ概 念 的 ・経 験 的 問 題 を解決 し、言 語 計 算 に関 す る よ り簡 潔 で 説 明 力 の 高
い理 論 を構 築 す る こ とを 目指 す。
2.本 論 文 の構 成 と主 張 点
本 論 文 は、 以 下 の5章 か ら成 り立 って い る。
第1章 で は、 本論 文 の 第2章 以 降 で展 開 す る議 論 の序 論 と して 、① 派生 を構 築 す る統 語 操 作
に は併 合 操 作 と移 動 操 作 が あ り、 ② 移 動 操 作 は解 釈不 可能 な形 式 素 性(uninterpretableformal
feature)を 照 合 す る操 作 で あ り、③ 形 式 素 性 は、 音 声 的 効 果 を 伴 う移 動 操 作 を 引 き起 こす 強
形 式 素 性 と音声 的効 果 を 伴 わ な い移 動 操 作 を 引 き起 こす 弱 形 式 素 性 と に二 分 され る とい う三 っ
の極 小 主 義 理 論 の理 論 的前 提 につ い て概 観 す る。
第2章 で は、 移 動 操 作 と併 合 操 作 の優 位 関 係 にっ いて論 じる。Chomsky(1995)は 、 二 っ の
統 語 操 作 の 優位 関係 にっ い て、 「派生 の あ る段 階 に お い て、 移 動 操 作 と併 合 操 作 の両 方 が 可 能
な場 合 、 併 合操 作 が優 先 す る」とい う条 件 を提 案 して い る。 これ に対 して、 本 論 で は、 「派 生 の
あ る段 階 に お いて、 移 動 操 作 と併 合 操 作 の両 方 が 可 能 な 場 合 、 移 動 操 作 が 優 先 す る」 と い う
Chomskyの 条 件 とは全 く異 な る条 件 を提 案 す る。 ま た、 本 論 の 提 案 の帰 結 と して 、 厳 密 循 環
条 件(strictcyclicity)の 効 果 と非 局 所 的繰 り上 げ(superraising)操 作 の 阻 止 にっ い て 原 理
的 ・統 一 的 説 明が 与 え られ る こと を論 じる。
第3章 で は、NP移 動 繰 作 の要 因 を解 明す る。Chomsky(1995)は 、 「名 詞 は範 疇素 性(D
素 性)、 格 素 性(case-feature)、 φ素 性 を持 ち、 こ の三 っ の 形 式 素 性 の 内 、D素 性 がNP移 動
操 作 の要 因 で あ る」 と主 張 して い る。 これ に対 して 、 本 論 で は、 「NP移 動 の要 因 は、 名 詞 の
持 つ格 素 性 で あ る」 と提 案 す る。 本 分 析 は、ChomskyのNP移 動 操 作 分 析 に と っ て 問 題 と な
る繰 り上 げ(raising)構 文 と虚 辞(expletive)構 文 に対 して 原理 的説 明 を与 え る こ とを論 証 す
る。 また、 本分 析 の帰 結 と して、 例 外 的格 標 示(exceptionalcasemarking(ECM))構 文 に
お け る対 格(accusativecase)を 持 つ 補文 主 語 は、 顕 在 的 統 語 部 門(overtsyntax)に お い て、
補 文 の不 定 詞 の指 定 部 に移 動 す るので は な く、 主 節 のLightVerbの 指 定 部 に移 動 す る こ と を
論 じる。
第4章 で は、WH移 動 操 作 の要 因 を解 明 す る。Chomsky(1995)は 、 「疑 問 節 を 導 く補 文 標
識(complementizer)に は素 性[+wh]の みが 存在 し、 強素 性 の[+wh]が 顕 在 的 統 語 部 門
にお け るWH移 動 操作 を 引 き起 こす 」 と主 張 して い る。 これ に対 して、 本 論 で は、 「疑 問 節 を
一283一
導 く補 文 標 識 に は、 顕 在 的 統 語 部 門 にお け るWH移 動 を 引 き起 こすWH素 性 と、 疑 問 詞 の 作
用 域 を 決 定 す るOP素 性 の二 つ の素 性 が存 在 す る」 こ とを提 案 す る。 本 論 の 提案 の帰結 と して、
ChomskyのWH移 動 操 作 分 析 で は説 明 で き な い① ドイ ツ語 や ケ チ ュ ア語 に 見 られ る部 分 的
WH移 動(partialWH-movement)構 文 の存 在 、 ② イ タ リア語 や ア イ ス ラ ン ド語 に お け る多 重
WH疑 問 文(multipleWh-questions)の 欠 如 、 ③ 英 語 に お け る 適 正 束 縛 条 件 効 果(proper
bindingconditioneffects)に 対 して原 理 的 ・統一 的説 明 が与 え られ る こ とを論 じる。
第5章 で は、 強 形 式 素 性 と弱形 式 素 性 との違 い につ いて 論 じる。Chomsky(1995)は 、 「強
形 式 素 性 は音 声 化(spell-out)以 前 の顕 在 的統 語 部 門 で照 合 され るの に対 し、 弱形 式 素 性 は 音
声 化 以 後 の潜 在 的 統 語 部 門(covertcomponent)で 照 合 され る」と論 じて い る。 これ に対 して、
本論 で は、 「強 形 式 素 性 と弱 形 式 素 性 は共 に顕 在 的統 語 部 門 で照 合 され 、 両 者 の違 い は、 強 形
式素 性 は音 韻素 性(phonologicalfeatures)を 伴 った語 彙 要 素 に よ って照 合 さ れ るの に対 して、
弱形 式素 性 は形 式 素 性 だ け に よ って照 合 され る点 に あ る」 と主 張 す る。 本 論 の提 案 の帰 結 と し
て、Chomskyの 強 ・弱 形 式 素 性 の分 析 の下 で規 定 され て い た① 「A移 動 操 作 の痕 跡(Trace)
は削 除 で き るが、A'移 動 操 作 の痕 跡 は削 除 で き な い」 と い う痕 跡 削 除 に 関 す る非 対 称 性 と、
② 「LightVerbの 指 定 部 に挿 入 され る主 語 は照 合 関 係 に入 らな い」 とい う照 合 操 作 に課 せ ら
れ る条 件 が 破棄 され、 理 論 全 体 の簡 潔 化 が 可 能 で あ る こ とを論 証 す る。
3.各 章 の要 旨
第1章lntroduction
本 章 で は、極 小 主 義 理 論 の理 論 的 背景 につ いて概 観 す る。
第2章MergeorMove
Chomsky(1995)は 句 構 造 を構 築 す る統語 操 作 で あ るMergeとMoveの 優 位 関係 に 関 し、 以
下 の条 件 を主張 して い る。
(1》 派 生 の あ る段 階 でMergeとMoveが 可 能 な場 合、 派 生 が破 綻(crash)し な い 限 り に お
いて 、MergeがMoveに 優 先 す る。
これ に対 して、 本 章 で は これ と全 く異 な る次 の条 件 を提 案 す る。
(2)派 生 の あ る段 階 でMergeとMoveが 可 能 な場 合、 派 生 が破 綻 しな い限 り に お い て 、Move
がMergeに 優 先 す る。
Chomskyの 条 件(1)で は説 明 で きな い が、 条 件(2)で は説 明 可 能 な 事 実 と して 、 厳 密 循 環 条 件
の効 果 と非 局所 的 繰 り上 げ移 動 の 阻止 が あ る。
最 初 に、 厳密 循 環 条 件 の効 果 につ い て。 厳 密 循 環 条 件 と は、 移 動 操 作 が循 環 を逆 戻 り して適
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用 す る事 を禁 止 す る条 件 で あ る。 厳 密 循 環 条 件 の効 果 は次 の非 文 に よ って 示 され る。
(3)*How2didJohnwonder[what正Maryfixedtlt2]?








(4)に 適 用 さ れ る の 次 の 統 語 操 作 は 、CPとNumeration内 に あ る 動 詞 ωoπ4θrをMergeす る か 、
ωん磁 をCPの 指 定 部 にMoveす る か の い ず れ か で あ る 。Chomskyの 条 件(1>で は 、 操 作Merge







(5>に お け る んoω と ωんαεの 移 動 操 作 は 両 者 と も に 最 短 移 動 条 件(TheMinimalLinkCondition
(MLC))を 満 た す の で 、 条 件 く1)は派 生(5)の 出 力 で あ る 文(3)を 誤 っ て 文 法 的 で あ る と 予 測 す る 。
一 方
、 条 件(2).で は 、 構 造(4)の 段 階 で ωん碗 をCPの 指 定 部 にMoveす る 操 作 が 選 ば れ 、 そ の 結






(6)で は 、 んoω の 移 動 操 作 が 最 短 移 動 条 件 に 違 反 し 、(3)はMLC違 反 と し て 正 し く 排 除 さ れ る 。
従 っ て 、 条 件 ② は 厳 密 循 環 条 件 の 効 果 に 対 し て 原 理 的 説 明 を 与 え る 。
次 に 、 非 局 所 的 繰 り 上 げ 移 動 操 作 に つ い て 。 非 局 所 的 繰 り上 げ 移 動 操 作 と は 、 埋 め 込 み 節 の
要 素 が 埋 め 込 み の 主 語 を 飛 び 越 え て 主 節 の 主 語 の 位 置 に 移 動 す る 操 作 で あ る 。 英 語 に お い て 、
非 局 所 的 繰 り 上 げ 移 動 操 作 が 不 可 能 で あ る こ と は 以 下 の 非 文 に よ っ て 示 さ れ る 。
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(7)*JohnseemsthatitislikelytJ。 ㎞towin。






(8}に 適 用 さ れ る 次 の 統 語 操 作 は 、TPとNumeration内 に あ る``をMergeす る か 、Joん π をTP
の 指 定 部 に 移 動 す る か の い ず れ か で あ る 。Chomskyの 条 件(1)で は 、Mergeが 選 ば れ 、 そ の 結




(9b)か ら(9c)の 派 生 の 段 階 に お い て 、MLCの 下 、 記 が 主 節 のTPの 指 定 部 に 移 動 す る 。
Chomsky(1995:348)は 、(9c)に お い て 、 主 節 のToとJoん π の 格 素 性 が 照 合 さ れ て お ら ず ・
派 生(9)は 破 綻 す る と 主 張 し て い る 。 し か し 、 こ の 説 明 は 妥 当 で は な い 。 な ぜ な ら 、(10>に 示 す よ
う に 、 非 顕 在 的 統 語 部 門 に お い てJoん 几 の 格 素 性 がTOに 移 動 す る こ と で 両 者 の 格 素 性 は 照 合
さ れ る か ら で あ る 。
qO>[TPit[T'[To<Nom>十Case-F(John)][。pseems[,pthatti七islikelyJohntc酋e-F]to
win]]]]
従 っ て 、 条 件(1)は 文(7)の 非 文 法 性 を 説 明 で き な い 。 一 方 、 条 件(2)で は 、 構 造(8)に 適 用 さ れ る
次 の 統 語 操 作 はJo加 をTPの 指 定 部 に.Moveす る 操 作 で あ り 、 そ の 結 果 、(8)以 降 の 派 生 は(11)





(11c)か ら(11d)の 派 生 の 段 階 に お い て 、Moveに よ っ てJoん 几 が 主 節 のTPの 指 定 部 に 移 動
す る の で は な く 、Numeration内 に あ る ε亡が 主 節 のTPの 指 定 部 に 挿 入 さ れ る 。 な ぜ な ら 、
Jo加 を 主 節 のTPの 指 定 部 に 移 動 し た 場 合 、 訪 がNumerationに 残 り 派 生 が 破 綻 す る か ら で あ
る 。 従 っ て ・ 条 件 ② の 下 で は ・ 文(7)は 生 成 さ れ ず ・ 非 局 所 的 繰 り 上 げ 移 動 操 作 が 阻 止 さ れ る 。
こ の 様 に 、 条 件 ② は 厳 密 循 環 条 件 の 効 果 と 非 局 所 的 繰 り 上 げ 移 動 操 作 の 阻 止 に 対 し て 原 理 的 ・
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統一 的説 明を与 え る。
第3章TheTriggerofNP-movement
Chomsky(1995)は 、NP移 動 の要 因 を名 詞 の範 疇素 性 で あ るD素 性 と して い る。 これ に対
して、 本 章 で は、NP移 動 の要 因 は格素 性 で あ る と提 案 す る。 この提 案 の帰結 と して、Chomsky
の分 析 で は説 明 で きな い繰 り上 げ構 文 と存 在 構 文 が 説 明 され る こ とを論 証 す る。













(13)に適 用 さ れ る次 の統 語 操 作 は、 主 節 のTPの 指 定 部 を埋 め る操 作 で あ る。NP移 動 の 要 因 を
NPの 範 疇素 性 で あ るD素 性 と した場 合 、MLCに よ り、TOに 最 も近 い ん`隅がTPの 指 定 部 に
移 動 す る こ とに な り、 文 吻 は生 成 され な い。 従 って、NP移 動 の要 因 をD素 性 とす る分 析 は文
⑫ の 文 法 性 を説 明 で きな い。
一 方 、NP移 動 の要 因 を格 素 性 で あ る と仮 定 した場 合、 構 造(13)のTPの 指 定 部 に 移 動 す るの
は、 配肌 で はな く、 腕θッで あ る。 なぜ な ら、痂椛 の持 っ 格 素 性 は既 に前 置 詞 め に よ って 照 合
済 み で あ り、 ん`肌はTOと 格素 性 の照 合 関 係 に入 る こ とが で きな い か らで あ る。TOの 格 素 性 を
照 合 で きる要 素 は 仇θ:yのみ で あ り、 乙んε:yがTPの 指 定 部 に移 動 し、 そ の結 果 、 文 働 が生 成 さ
れ る。 従 って、NP移 動 の要 因 を格 素 性 とす る分 析 は、文 ⑫ の文 法性 を説 明 で き る。
次 に、 虚 辞 構 文 。Chomsky(1995)は 、(14)対比 を(15)の条 件 を使 って説 明 して い る。
(1のa.Thereseemstobesomeoneinth6room.
b.'Thereseemssomeonetobeintheroom.
(15>派 生 の あ る段 階 でMergeとMoveが 可能 な場 合 、 派 生 が 破 綻 し な い 限 り に お い て 、
MergeがMoveに 優 先 す る。(=(1))
文(14a-b)は 派 生 の あ る段 階 で ㈲ の構 造 を持 つ。
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(16)CTptoLvpbesomeoneintheroom]]
NP移 動 の誘 因 をD素 性 と した場 合・ ㈲ に適 用 され る次 の統 語 操 作 は不 定 詞 補 文 のTOの 持 つ
D素 性 を照 合 す る操 作 で あ る。 照 合 で き る要 素 は・80肌 εoηεとNumeration内 に あ る 古んεrθで





この 派生 の出 力 で あ る(17c)は 文(14a)で あ る。 ま た、 文(14b)を 派 生 す る た め に は、 構
造(16)のTPの 指 定 部 にso肌 εo几θを移 動 す る操 作 が必 要 だ が、 そ の操 作 は条 件 ㈲ に よ って排 除 さ
れ る。 従 って 、Chomskyは 、 条 件 ⑮ は(1の対 比 を説 明 す る と論 じて い る。
こ の分 析 の問 題 点 は、条 件 ㈲ の妥 当性 で あ る。 前 章 で 論 じた様 に、MoveがMergeに 優 先 す
る と考 え る十 分 な 証 拠 が あ るの で、MergeをMoveに 優 先 させ る条 件(15)は十 分 な 根 拠 が あ る と
は考 え られ な い。 従 って 、q4)の 対 比 を条 件 ㈲ を使 って 説 明 す る の は妥 当 で は な い。NP移 動 の
要 因 を格 素 性 とす る本 分 析 の下 で は、(1のの対 比 は、 条 件 ㈲ で は な く、 ⑱ の仮 説 に よ って説 明 さ
れ る。
⑱ 虚 辞 のthereは 格 素性 を持 ち、 ま た 、thereと 意 味 的 に 関 連 づ け られ るNPは 部 分 格
(partitivecase)を 持 っ。(Belletti(1988)andLasnik(1995a,b))
NP移 動 の誘 因 を格 素 性 と した場 合 、 構 造(16)の不 定 詞 補 文TPの 指 定 部 を 埋 め る必 要 は な い 。
なぜ な ら、 不 定 詞 め は格 素性 を持 た な いか らで あ る。 従 って、 構 造(16)に 適 用 さ れ る次 の 統 語
操 作 は、Numeration内 の動 詞sθe肌sとTPをMergeす る操 作 で あ り、 そ の 結 果 、(1鋤の構 造 が
派 生 す る。
(19)[VPseemsLTPto[VPbesomeoneintheroom]]]
派 生 が進 行 す る と、'(19)は⑳ の構 造 に到 る。.
⑳[TpTo<Nom>[vpseems[Tp七 〇[vpbesomeoneintheroom]]]]
⑳ に適 用 さ れ る次 の統 語操 作 は、 主 節 のTOの 格 素 性 を照 合 す る操 作 で あ る。 仮 定 ⑱ の 下 で は 、
80酩 θ侃 θの持 つ格 素 性 は既 にbe動 詞 に よ って照 合 済 み で あ り、 主 節 のTOと 格 素 性 の照 合 関 係
に入 る こ とはで き な い。従 って、 主 節 のToの 格 素性 を照 合 で き る要 素 はNumeration内 の 伽rθ
の み で あ り、`んθrθがMergeに よ りTPの 指 定 部 に代 入 され る。 そ の 結 果 、 次 の 構 造 が 派 生 す
る。
⑳[TpThere[T'To<Nom>[vpseems[Tpto[vpbesomeoneintheroom]]]]]
⑳ は文(14a)に 対 応 す る。 一 方 、 文(14b)を 生 成 す るた め に は、 構 造(16)の 不 定 詞 補 文 のTP
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の指定部 をso隅 θoπθで埋 め る操作 が必要 だが、 その操作 は格素性 を照 合 す るため の移動 操作
で はないので許 されない。従 って、文(14b)は 生成 されない。
この様 に、NP移 動 の要因 を格素性 とす る本分析 は、NP移 動の要因をD素 性 とす るChomsky
の分析 に とって問題 であ る繰 り上 げ構文 と存在構文 に対 して原理 的説 明を与 える。
第4章TwoTypesofWh-features
Chomsky(1995)で は、 疑 問節 を導 く補 文 標 識 に は素 性[+wh]の み が 存 在 し、 強 素 性 の
[+wh]が 顕 在 的 統 語 部 門 にお け るWH移 動 操 作 を 引 き起 こす と仮 定 さ れ て い る。 これ に対 し
て、 本 章 で は、 疑 問節 を 導 く補 文 標 識 が持 っ素 性 と して ⑳ を提 案 す る。
⑳ 疑 問節 を導 く補 文 標 識 に は、WH移 動 を 引 き起 こす解 釈 不 可 能(uninterpretable)な
WH素 性 と作 用 域 を決 定 す る解 釈 可 能(interpretable)なOP素 性 の 二 っ が 存 在 す る。
仮 説 ⑳ は、 ドイ ッ語 や ケ チ ュ ア語 に見 られ る部 分 的WH移 動 構 文 の 存 在 とイ タ リア語 や ア イ
ス ラ ン ド語 に お け る多 重WH疑 問 文 の 欠如 に対 して原 理 的 ・統 一 的 説 明 を与 え る。
ドイ ッ語 や ケ チ ュ ア語 な どで は、埋 め込 み節 のCPの 指 定 部 に移 動 したWH疑 問 詞 が主 節 を




whatAccJosebuy-NOM-3-ACC〈 ケ チ ュア語 〉
⑳ で は、WH疑 問詞 の 加 α一ご碗 αgは 埋 め込 み節 のCPの 指定 部 に移 動 して い るが 、 そ の作 用 域
は主 節 で あ る。 ⑳ の 部 分 的WH移 動 構 文 は、WH疑 問 詞 を 認 可 す る素 性 と して 一 つ の 素 性
(Q素 性)し か 仮 定 しな いChomskyの 分 析 に と って問 題 で あ る。 な ぜ な ら、WH疑 問 詞 の 作 用
域 で あ るCPの 主 要 部(Head)がQ素 性 を持 っ と した場 合、WH疑 問詞 の 移 動 先 のCPの 主 要
部 が い か な る素 性 を 持 つ の か が不 明 で あ り、 ま た、 移 動 先 のCPの 主 要 部 がQ素 性 を持 っ と し
た場 合 、 作 用域 で あ るCPの 主 要 部 が い か な る素 性 を 持 っ の か が不 明 だ か らで あ る。
一 方 、WH移 動 を認 可 す るWH素 性 とWH疑 問詞 の作 用 域 を決 定 す るOP素 性 を 仮 定 す る⑳
の下 で は、 ⑳ は次 の 構造 を持 っ。
㈱[c,Co<十 〇p>[lp(qam)kreinkf[cpIma-ta-taq〈Op-F,Wh.F>1
[ごCo<十Wh>[IpMariamuna-nqa-n-ta[cpCo[IpJosetlranti-na-n-ta]]]?
⑳ で は、 埋 め込 み節 のcoは 解 釈 不 可 能 なWH素 性 を持 ち、 同 じ解 釈 不 可 能 なWH素 性 を 持 っ
WH疑 問詞 を埋 め込 み のCPの 指 定 部 に牽 引(attract)す る。 牽 引 の結 果 、CoとWH疑 問 詞 の
WH素 性 は照 合 関 係 に入 る。 一 方 、 主 節 のcoは 解 釈 可 能 なOP素 性 を 持 ち 、 無 差 別 束 縛
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(unselectivebinding)に よ って、WH疑 問詞 の持 つOP素 性 を認 可 す る。 そ の結 果 、WH疑 問
詞 は主 節 を作 用:域 に と る。 この様 に、 仮 説 ⑳ は、 部 分 的WH移 動 構 文 ⑳ に対 して 自然 な 説 明
を与 え る。. ,
次 に、 多 重WH疑 問文 。 英 語 で は多 重WH疑 問文 が 許 され る が 、 イ タ リア語 や ア イ ス ラ ン





.'〈 イ タ リア語 〉
英 語 のWH疑 問 詞 は随 意 的 に解 釈不 可 能 なWH素 性 を持 っ の に村 し、 イ タ リァ 語 や ア イ ス ラ
ン ド語 のWH疑 問 詞 は義 務 的 に解釈 不 可 能 なWH素 性 を 持 つ と仮 定 す る と、 ⑳ と㈱ は そ れ ぞ































㈱ の ωんθrθはWH素 性 を持 た な いの でCPの 指 定 部 に移 動 す る必 要 はな い。 一 方 、 ⑳ のoん 菰2は
WH素 性 を持 つ ので 、1CPの 指 定 部 に移 動 しWH素 性 を 照 合 しな け れ ば な らな い。 しか し、CP
の指定 部 は既 にcん 己1が存 在 す る た め、cん`2はCPの 指 定部 に移 動 で きな い。 そ の結 果 、oん`2の
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解釈不可能 なWH素 性が照合 されずLFで 残 って しまい、派生が破綻す る。 この様 に、 仮 説⑳
は⑳ と⑳ の対比 を説 明で きる。
一方
、WH疑 問詞 を認可す る素性 としてQ素 性 しか仮 定 しな いChomskyの 分析 は、⑳ の非
文法性 を説 明で きな い。なぜな ら、WH疑 問詞cん`2のQ素 性 は解釈可能 な素性 であ り、Q素 性
を照 合す るた めにcん`2が 義務 的 にCPの 指定部 に移動 す る必要が ないか らであ る。
この様 に、仮説 ⑳ は、 ドイッ語や ケチ ュア語 に見 られ る部分 的WH移 動 構文 の存 在、 イ タ
リア語 や アイスラ ン ド語 にお ける多重WH疑 問文 の欠如 に対 して原 理 的 ・統 一 的説 明 を与 え
る。
第5章TneEliminationofCovertMovements
Chomsky(1995)で は、 強形 式 素 性 はSpel1-Out以 前 の顕 在 的 統 語 部 門 で 照 合 され るの に 対
し、 弱形 式素 性 はSpe11-Out以 後 の非 顕 在 的統 語 部 門 で 照 合 され る と仮 定 さ れ て い る 。 こ れ に
対 して 、 本章 で は、 強 ・弱形 式素 性 の 照 合 に関 す る違 い を㈱ の よ うに特 徴 づ け る。
㈱ 強 ・弱 に関 わ らず 、 機 能 範 疇 の形 式 素 性 は全 て顕 在 的 統 語 部 門 で 照 合 され る。 強 形 式
素 性 と弱 形 式 素 性 の 違 い は、 強形 式 素 性 は音 韻 素 性 を伴 う語 彙 要 素 に よ って 照 合 され
る の に村 し、 弱 形 式 素 性 は語 彙 要 素 の形 式 素 性 だ け で照 合 され る点 で あ る。
㈱ の 帰結 と して 、A移 動 とA'移 動 の痕 跡(Trace)削 除 の可 能 性 に関 す る非 対 称 性 と照 合 操 作
に課 せ られ る不 自然 な規 定 が 破 棄 で き る こ とを論 じる。
Chomsky(1995:303)は 、 痕跡 が持 っ形 式 素 性 は完 全 解 釈 の原 理(FullInterpretation)・ を
満 た す 合 法 的LF要 素 を形 成 す るの に必 要 で な い時 に の み削 除 され る と論 じて い る。 この 議 論
は⑳ に示 すA連 鎖 と演 算 子 ・変 項連 鎖 の形 成 の対 比 に基 づ いて い る。
(29)a.Johnislovedt,onn.
b.WhodoesMarylovetwho?
(29a)で は、 痕 跡tJ。㎞が持 っ形 式 素 性 は削 除 され る。 な ぜ な ら、 痕 跡 の 持 っ 形 式 素 性 が 削 除
さ れ な い場 合 、 解 釈 不 可 能 な格 素 性 がLFで 残 って しま い、 そ の結 果 、 派生 が 破 綻 す るか らで
あ る。 一 方(29b)で は、 痕 跡t。、。の 形 式素 性 は削 除 され な い。 な ぜ な ら、 痕 跡 の 形 式 素 性 が
削 除 され た場 合 、 顕 在 的統 語 部 門 で 照 合 され て い な い対 格 素 性 がwhoの 中 に 残 り派 生 が 破 綻
す るか らで あ る。 そ の ため、 痕 跡t。、。の 形 式素 性 は削 除 されず 、 痕 跡t。h。に含 ま れ る対 格 素 性
が非 顕 在 的統 語 部 門 で機 能 範 疇 ひoに移 動 し、 動 詞 ぬひθの持 っ 対 格 と照 合 さ れ る。 以 上 の 点 か
ら、ChomskyはA連 鎖 の痕 跡 の形 式 素 性 は削 除 され るが 、演 算 子 ・変 項 連 鎖 の 痕 跡 の形 式 素
性 は削 除 され な い と結論 して い る。
しか し、 痕 跡 の形 式 素 性 の削 除 に関 す るA連 鎖 と演 算 子 ・変 項 連 鎖 の 非 対 称 性 は理 論 的 に
一291一
望 ま しくな い。形 式素 性 の照合 に関す る仮説㈱ の下 では、 この様な非対称性 は生 じな い。⑱ を
仮 定 す る と 、
(30)a.
C,




































(30a)か ら(30b)の 派生 にお いて、動詞 が持っ弱形式素性 の対格 を照合 す るため に、WH疑
問詞 が持 つ格素性 のみが機能範疇ひo移動す る。 また、(30c)か ら(30d)の 派生 にお いて、co
が持つ強形式素性 のWH素 性 を照合す るた めに、WH素 性 と音韻 素性 を伴 ったWH疑 問詞全
体 がCPの 指定部 に移動す る。 この様 に、仮説㈱ の下 では、ωんoが 持 っ対 格素性 を非 顕在 的統
語部門で はな く顕在 的統語部 門で照合す るので、演算子 ・変項連鎖 の痕跡 が持 つ形式素性 の削
除 が可能 になる。 その結果、痕跡 の形式素性 の削除 に関す るA連 鎖 と演 算 子 ・変 項 連鎖 の非
対称性 はな くな り、理論 が簡潔化 され る。





















㈹ で は、Joん ηの主 格 と 乙o弼の対 格 の組 み合 わ せ が 不適 切 で あ り
生 が無 効(cancel)に な り働 は生 成 され な い。
定 して い る。
⑳Mergeに よ り、 機 能 範 疇 びoの指 定 部 に代 入 さ れ た主 語 は ひoと照 合 関係 に入 らな い。
Chomsky(1995:352)
規定 ⑳ の 下 で は、Joん ηの主 格 と`o認 の対 格 は照 合 関 係 に入 らな い。 そ の結 果 、 照 合 の不 適 当
な組 み 合 わせ が 生 じず 、 文 働 が生 成 され る こ とに な る。
しか し、 仮 説 ⑳ の下 で は、 規 定⑳ を 使 わ な くて も、 鋤 の文 法 性 は説 明 で き る。 ㈱ を仮 定 す る
と、 主 語 のJoん 几が びPの 指 定 部 に代 入 され る以 前 に、 目的 語 のMαrツ の 対 格 素 性 の み が ひoに










(mismatch)、 そ の 結 果 、 派











㈲ に適用 され る次の統語操作 は、主語 のJoん πを ひPの 指定部 に代 入す る操作 で あ り、 そ の結













この構造 で は、 ホo配の対格 は既 に照合済みなので、格 の不適用 な組 み合わせ は生 じない。従 っ
て、仮説⑱ の下 では、規定e1)を使 わず に文紛 を生成す ることがで きる。
この様 に、仮説㈱ は、A移 動 とA'移 動 の痕跡削除 の可能 性 に関す る非対 称性 と照 合操 作 に
課せ られ る不 自然 な規定 を破棄 し、理論 を簡潔化す る。
4.ま とめ
本論 文 は、(1)併合操作 と移動操作 の優位関係を決定す る新 たな条件 を提案 し、(∬)移動操 作 の
要 因を解明 し、⑳強形式素性 と弱形式素性 の相違点 を明確化 す ることで、現在 の極小主 義理論
が持 っ概念的 ・経験 的問題 を解決 し、言語計算に関するよ り簡潔 で説明力 の高 い理論構築を行 っ
た。
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論 文 は、最新 の言語理論で ある極小主義理論 にお ける統語操作 に厳密 な検 討 を加 え、 新
しい視 点か ら統語操 作 を再分析 し、 これまで の極小主義理論 の展開の中で未解決 のまま残 され
て いたい くっか の問題 を解決す る と同時 に、 よ り経済的 な理論体系を構築 す ることによ り、極
小主 義理論 の根幹で ある言語計算部門 の研究 の進展 に貢献す ることを 目的 と してい る。
本論文 は、5章 か ら成 り立 っている。第1章 で は、極 小主 義理論 について概観 し、第2章 で
は、移動操作 と併合操作 の優位関係 につ いて論 じる。ChOlnsky(1995)は 、二 っの統 語操 作 の
優位関係 について、「派生のあ る段 階 において、移動操作 と併合操作の両 方 が可能 な場 合、 併
合操作が優先 す る」 とい う条件 を提案 して いる。 これ に対 して、本論 では、派生 のあ る段階 に
おいて、移動操作 と併 合操作 の両方 が可能な場 合、移動操作 が優先 す るとい うChomskyの 条
件 とは逆 の条件 を提案 す ることによ り、 これ まで問題 とされて きたthere構 文 の分析 にみ られ
る矛盾 を明解 に解決 して いる。 また、本論 の提案 の帰結 と して、厳密循環条件 の効果 と非局所
的繰 り上 げ操作が不可 能であ ることにつ いて統一的説 明が可能 である ことを論 じている。議論
は精緻で あ り、鋭 い提案 とな っている。
第3章 で は,NP移 動操作を引 き起 こす要因 にっ いて新 しい提案 を行 う。Cbomsky(1995)
は、「名詞 は範疇素 性(D素 性)、 格素性、 φ素性 を持 ち、 この三っの形 式 素性 の 中で、NP移
動操作 を引 き起 こす要因 はD素 性 である」 と主張 して いる。 これに対 して、本論 で は、NP移
動 の要 因 は、名詞 の もつ格素性である と主張 す る。 この分 析 に よ り、ChomskyのNP移 動操
作分析 に とって問題 となる繰 り上 げ構文 と虚辞構文 に対 して原理 的説 明を与 え ることが可能 で
あ ることを論証 している。 また、本分析 の帰結 と して、 例 外 的格標 示(ECM)構 文 にお け る
補 文主語 は、顕在的統語部門(overtsyntax)に おいて、補文 の不定詞 の指定 部 に移動 す るの
で はな く、 主節のLightVerbの 指定部 に移動 す ると主張す る。
第4章 で は、WH移 動操作につ いて論 じてい る。特 にWH語 と補文標識の もっ素 性体系 につ
いて斬新 な提案 を行 い、従来 の分析 では説明不可能で あった現象 に対 して原理 的説 明を与 えて
い る。Chomsky(1995)は 、「疑問節 を導 く補文 標識 には素性[+wh]の みが存 在 し、 強素 性
の[+wh]が 顕在 的統語部 門にお けるWH移 動操作を引 き起 こす」と主張 している。 これ に対
して、本論 では、 まず疑問節 を導 く補文榛識 に は、 顕在 的統 語部 門 にお け るWH移 動 を 引 き
起 こすWH素 性 と、疑問詞 の作用域 を決定す るOP素 性 の二っ の素 性が存在す ることを指 摘 す
る。 そ して この分析の予測す る素性 の組 み合 わせ の多様性 に対応す る事実 が 自然言語 に存在 す
ることを指摘 し、ChomskyのWH移 動操作分 析で は説 明で きな い ドイ ッ語 や ケチ ェ ア語 に見
られる部分的WH移 動(partialwH-movement)構 文・ イ タ リア語や アイスラ ン ド語 にお け る
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多重WH疑 問文(multipleWh-questions)の 欠如 、 英語 にお け る適 正束 縛条 件効 果(proper
bindingconditioneffects)に 対 して原理 的 ・統一的説明が与 え られ ることを論 じている。 議論
は明解 で、刺激 的な論 考 とな ってい る。
第5章 で は、 強形式素 性 と弱形式素性 との相違 を新 しい角度か ら確定す る ことによ り、非顕
在 的移動操作 はない とす る大胆 な提案 を行 っている。Chomsky(1995)は 、 「強 形式 素性 は音
声化(spell-out)以 前 の顕在的統語部門で照合 され るのに対 し、弱形式素性 は音声化以 後 の潜
在 的統語部 門(covertcomponent)で 照合 され る」 と論 じている。 これ に対 して、 本論 で は、
強形式素性 と弱形式素性 は共 に顕在的統語部門で照合 され、両者 の違 いは、強形式素性 は音韻
素性 を伴 った語彙要 素 によって照合 され るのに対 して、弱形式素性 は形式素性 だけによって照
合 され る点 にあ ると主張す る。 本論の提案 の帰結 と して¥Chomskyの 強 ・弱 形式 素性 の定義
の下 で問題 点 と してあ げ られて いた、A移 動操作 の痕跡(Trace)は 削 除可 能 で あ るが、A'
移動操 作の痕 跡 は削除不可能で あるとい う痕跡削 除 に関 す る非対 称性 の問題 、LightVerb⑱
指定部 に挿入 され る主語 は照合関係 に入 らない とす る照合操作 に課せ られ る不 自然 な条件 が不
必要 とな り、理論全体 の簡潔化が可能で あることを論証 す る。顕在的移動 と非顕在的移動 の区
別 は極 小性理論の基本問題 の一つで あ り、新 しい展 開を期待 させ る論考で ある。
本論文 は、極小主義理論 の根幹 に係わ る重要 な仮説 や概念 を新 しい角度か ら捉 え直 し、斬新
で独創的 な見解 と仮説 を提示 し、現在の極小主義理論 に内在 す る概念 的 ・経験 的 問題 の い くつ
かを解 決 し、言語計算 に関す るより簡潔で設 明力 の高 い分析 を提示 して い る。 仮説 の斬 新 さ、
論証 の方法の精緻 さは、確かな論 理的思考力 の存在 を明示す る もので あ り、今後の成長が大 い
に期待 され る。
よって、本論文 の提出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 されるに十分 な資格 を有す る もの と
認 め られ る。
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